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〔解　説〕
剣舞は面をつけて踊るもの、面をつけないもの

に大別され、念仏剣舞、ひな子剣舞、鎧剣舞、大
念仏（本剣舞）などの種類があります。
西根念仏剣舞は今からおよそ300年前の元禄年

間、がんじゃ坊という山伏が上西根地方の人々に
教えを説く手段としてこの剣舞を指導したのが始
まりとされます。
以来長い間の伝承の中で、悪役人を倒し村の平

和と人々の幸せを守った勇士の故事を後世に伝え
るために、踊りの中に「追

お

口
ぐち

」と呼ばれる特色あ
る踊手が入るようになり、現在に至っています。

町制50周年 スポレクいわて 校舎内禁煙
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文化芸術の継承活動は、心豊かな地域社会を形
成するうえで大切なことです。町民が特色ある地
域文化の形成に寄与できるよう、環境整備や優れ
た文化・芸術の提供を図ります。
�芸術文化協会との連携による自主的活動団体の
育成と自立促進
�歴史民俗資料館の学習・研究の場としての活用
及び施設整備・資料収集
�文化遺産の保護・保全・発掘と有効活用及び郷
土文化の蓄積
地域の歴史や風土を反映した、他に誇れる文化
の薫り高い町づくりの推進と文化財愛護思想の普
及・啓発を図っていきます。

「いつでも、どこでも、だれでも」が気軽に参
加し心と体の健全な発達が得られるよう取り組み
ます。
�スポーツ・レクリエーション環境の整備
�総合型地域スポーツクラブの創設支援
�第18回全国スポレク祭エアロビック大会開催
�競技スポーツの振興、選手派遣や育成強化
�「指定管理者制度」導入への育成支援

学校教育は、生涯学習の中で人間形成を図るた
めにもっとも基礎・基本となるものです。
�学力向上
�特別な教育支援を必要とする児童生徒への対応
�体力や運動能力の向上
�文部科学省の指定による「薬物乱用防止教育支
援体制整備・活用モデル推進事業」の推進
�「食育」の充実
�児童生徒の安全確保
�「学校評議員制度」の導入
�学校施設の整備
豊かな人間性や社会性を育成するため、自ら学

び自ら考える力を確かなものにし、基礎・基本の
定着を図り、個性を生かす教育の充実に努めます。

町民の学習意欲を的確に捉え、「町づくりは人
づくり」の視点から学習の成果が地域社会に反映
できるよう進めていきます。
�幼児期から高齢者までの学習環境の充実と支援
�「新生雫石町」50周年記念事業の開催、町史の
再編纂
�富士市との児童交流事業
�公民館による各種文化講座等への継続支援
�図書館データ管理システムによる業務の効率化
�ホームページの整備や教育広報による情報提供
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教育委員会は…
町民のみなさんの深いご理解とご協力のもとに…

本町教育振興のために全力で取り組んでいきます！　

第１「学校教育の充実」

第２「社会教育の推進」 第４「生涯スポーツの振興」

第３「文化芸術の振興と文化財の
保護・保存及び活用」

教育には、人格の完成を目指し、個人の能力を伸長し、自立した人間を育てるという使命があります。新
しい時代の大きな変化の潮流を踏まえながら、生涯学習に対する期待に応えていくために、教育委員会では、
雫石町が目指す「主体性をもち、創造力豊かな個性を育む、人づくりのまち」の実現に向けて、創意工夫を
し、特にも次に掲げる４つのことがらに重点を置き、教育行政の推進に努めてまいります。

以上が17年度の施策の概要です。
厳しい経済・社会情勢の中で教育行政に求められる諸課題も複雑多様になってきています。教育に関わる

一人一人が新たな認識と理解のもとに、英知を結集し誠心誠意努力をしてまいります。
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１．平成17年度雫石町教育行政施策の方針と重点について
２．学校職員の人事異動の内申に関し議決を求めることについて
３．雫石町教育委員会行政組織の一部改正について
４．雫石町文化財の指定並びに保存技術の選定について
以上の議案が承認されています。

去る２月４日に諮問され、21日に町文化財保
護審議会の指定答申を受けて提出された「雫石
町文化財の指定並びに保存技術の選定について」
の議案が承認され、３月４日付けで町指定文化
財の仲間入りを果たしました。
新指定物件は右のとおりです。今回の指定に

よって、町内の指定文化財は登録有形文化財も
含めて合計31件になりました。

新　指　定　物　件

�横欠のからかさ松（記念物・植物）
所在地：雫石町上野横欠
所有者：個人
管理団体：横欠自然愛護の会

�雫石亀甲織（選定保存技術）
保持団体：しずくいし麻の会

さて、どう食べようか話し合いをしたところ、
生クリームなどでオリジナルに飾り付けをして食
べることになりました。
子ども達のリクエストどおり、生クリームやチョ

コレート、ゼリーなど、たくさんのお菓子で自分
だけのメロンを思い思いに皿の上に飾り、おいし
く頂きました。少しおいしくないメロンもありま
したが、「売っているようにおいしく作るって難
しいね。」という感想も出てきました。
「他の学年にも分けてあげよう。」という優し

い意見も出て、全校にお裾分けし、全校でも収穫
の喜びを味わったのでした。
（編者注：この原稿は３月に頂いたものです。）

七ツ森小学校　１年担任 土樋　三起
１年生29名は、生活科でメロン栽培に挑戦しま

した。
６月半ば、学校の裏の畑を耕して、メロンの苗

を植えました。土でどろどろになりながらも植え
た後に「あまーいメロンになあれ。」とみんなで
おまじないをかけました。
その後は９月の収穫まで、草取り、水遣り、追

肥の繰り返しです。苗さえ植えれば後は全部が甘
い立派なメロンになると思っていた子ども達です
が、草取りは予想外に大変だったようです。「も
うつかれたよー。」「先生まだやるの。」と弱音を
吐きながらやる子や、途中から虫見つけを始める
子もいましたが、水遣りも頑張った子ども達でした。
そしていよいよ収穫です。畑一面にごろごろし

ているメロンを「やさしく持ってね。」「中身はど
んな色かなあ。」と大はしゃぎしながら収穫しま
した。大小様々のメロンが20個とれました。
教室の後ろの棚に並べ、甘い香りの中、何日か

過ごしました。

～その1 決定されたこと

～貴重な町の文化資源をみんなで守りましょう～

メロンをみんなで飾りつけ！
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�成人式について
開催日の設定理由について
第2月曜日が「成人の日」ですが、本町で

はこの連休の日曜日に消防出初め式を実施す
ることから土曜日としました。それぞれの市
町村の事情によりますが、当町では行政と成
人者の意向をくんで日程を設定しています。

�国際理解教育～海外派遣事業について
事業が始まって15年になるようだが、次年
度もこの事業を実施するのであれば委員会と
して検証し、見直し等検討する必要があるの
ではないか。
17年度に姉妹校であるランドルフより来町
の意向が伝えられています。海外派遣について
は継続実施の方向で考えていますが、今後の
在り方について検討することにしています。

�学校の耐震調査について
学校は災害時の避難場所だが、それが危な
いとしたらどうなるか。
児童の安全確保のため不備であるかどうか
を見極めなければなりません。そこで土地・
建物・構造全体を耐力度で調査する予定です。

�雫石町子ども読書プランについて
読書は豊かな人間性を培うための基礎とい
われる。読書プランができたが、これをどう
生かすかの具体策はどうなるのか。
読書プランの方針に従ってあらゆる場面に
おいてあらゆる機会を通じて、家庭・学校・
図書館を柱に推進していきます。

�特別支援教育について
特別な教育支援を必要とする児童生徒への
対応について、子ども達が同じ学校に在籍し
ているわけではないので支援教員を確保し可
能な限りの人的支援を行うとあるが、どのよ
うに各学校に配置するのか。
各学校の状況を調査し、配置する予定です。

�町民劇場について
いろいろな意見が出ているようだが、第３
回に向けて対策を講ずることが必要だと思う。
町民が期待している事業ですので、バラン
スを図りながら意を尽くしてまいりたいと思
います。

�文化財の指定について
「横欠のからかさ松」について、植物を文
化財指定した場合、所有者に対する助成等は
あるのか。
助成はありませんが、保存のために柵を作
るとかを行政で対応することもあります。

教育委員会議は非公開事件以外傍聴できます。
教育委員会議の内容に関しては、学校教育課
（TEL692-2111内線294）までお問い合わせく
ださい。

委

答

……委員からの質問・意見

……事務局の回答

委

答

委

委

委

委

答

答

答

答
答

答

委

委

～その2 質疑の内容

年に１度の全国規模のスポーツ・レクリエーション
祭典、第18回全国スポーツ・レクリエーション祭
「スポレクいわて2005」が、いよいよ今年、岩手県を
会場地として開催されることになりました。
種目は都道府県代表参加種目（18種目）とフリー

参加種目（11種目）となっており、県内各地での盛
り上がりが期待されています。
中でも、雫石町では10月１日（土）～３日（月）、町営

体育館を会場にしてエアロビック競技が開催されま
す。
大会まであと半年となり、いよいよ岩手県代表の選
考会が右のとおり開催されることになりました。出場
する方、観覧する方、多数の来場をお待ちしています。

第18回全国スポーツ・レクリエーション祭
「スポレクいわて2005」岩手県代表チーム選考会

スポーツエアロビックフェスティバル in IWATE 2005

＜期　日＞ 6月12日（日）
午前10時開会（予定）

＜場　所＞ 雫石町営体育館
＜内　容＞ 県代表チームの選考のほか、誰でも気軽

に参加でき、リズムに乗って楽しく動く
ビギナーズレッスンなど

○参加申込等、詳しい要項は近日中に発行されるポス
ター・チラシ等でご確認ください。

○問い合わせ先　社会教育課（TEL692-2111 内線283）

いよいよ
今年開催

！



�名勝「七つ森」指定記念
ファミリーハイキング

●新生「雫石町」50周年と「七つ森」国名勝指定
（平成17年3月2日指定「イーハトーブの風景地」
６か所のうちの一つ）を記念し、運動面での生活
習慣の改善による元気で明るい健康長寿社会の実
現と町の優れた歴史景観の再発見のため企画され
たものです。
●実施期日 平成17年10月15日（土）予定
●場　　所 アルペン記念公園発着
★コース　　アルペン記念公園

→国道46号バイパス
→七ツ森森林公園
→黒沢川→御所湖畔→長根
→雫石駅南→アルペン記念公園

（コース全長　約８�）
●参加対象 健康志向高齢者・子ども達・ウォ

ーキング愛好者等（特に限定なし）
●募集人数 200人（予定）
●問い合わせ先 社会教育課（TEL692-2111内線282）

�しずくいし町民議会

●新生「雫石町」50周年を記念し、町づくりの主
人公である町民が「一日議員」になり、町政への
質問や提言をしていただく機会として「しずくい
し町民議会」の開催を企画しております。
議事は一般質問形式とし、答弁側は町長をはじ
めとする町当局があたります。
町政についてさまざまな観点から質問や意見を
出し合ってもらえるよう、事前研修を含めて取り
組み、住民の町政への関心を高めるとともに、開
催後は｢町民議会報告書｣をまとめ、住民との協働
事業の参考に供します。
●実施期日 平成17年11月19日（土）
●「一日議員」の対象
町内各種団体に所属する会員や町政に関心の高
い町民（中学生以上）・６月に募集予定
●「一日議員」定数 18名（予定）
●問い合わせ先 社会教育課

（TEL692-2111内線288）
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昭和30年4月1日、旧雫石町と御所村・御明神村・西山村の１町３か村が合併し、新しい雫石町となり
ました。それから50年、記念すべき年を迎え町では記念行事などさまざまな催しを計画しています。
ここでは、中でも教育委員会が関係する行事を３つ紹介します。
今後も事業の内容等は広報「教育しずくいし」でお知らせしていきます。

●雫石町には歴史と伝統に培われた優れた文化資
源がたくさんあります。それらをもう一度掘り起
こし、光をあてることで「雫石町のよさ」を再発
見しようというのがこの企画です。またこの機会
に雫石町史を見直し、「通史編」として発刊する
ことも予定しています。

�ふるさと再発見事業（スタートアップ事業）
●実施期日 平成17年度～平成21年度（5年間）
17年度：ふるさと再発見・町史編纂委員会結成

資料調査開始・町史見直し開始
18年度：資料調査・文化資源集成・町史見直し
19年度：各種事業実施・町史原稿執筆開始
20年度：町史原稿執筆・内容検討
21年度：町史「通史編」刊行

●委員会の概要
委員会は大きく二つの部会に分かれます。一つ

は遺跡や旧跡・石碑などのほか、昔話や民話・伝
承などをテーマとする「歴史・民俗部会」、もう一
つは風景地や樹木、地質などをテーマとする「自
然部会」です。
●対　　象
雫石町の歴史・民俗や自然に興味関心があり、

年４回平日の会議に出席可能な方
●募集人数 全体委員18名のうち６名

（応募多数の場合抽選）
●任　　期 １年間（来年度以降の再任も可）
●申込方法 電話あるいははがきで下記あてに
「希望する部会」と氏名・住所・連絡先等をお願い
します。
●申込締切 ５月２日（月）
●申込・問い合わせ先
〒020-0595 雫石町千刈田5-1
雫石町教育委員会

社会教育課（TEL692-2111 内線284）

～記念事業（教育委員会分）のご案内
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【期　日】４月29日（金）みどりの日
【時　間】10：00～12：30（受付９：30～）
【場　所】町営クロスカントリースキー場

（ケッパレランド）
送迎バス運行（９：00役場前出発）

【対象者】町内在住もしくは町内に勤務する方
【定　員】30人【参加料】1,000円（中学生以下無料）

みんなで楽しく合唱をしてみませんか？
町民音楽祭への出演など、ステージ活動も行います。
【日　時】4月16日（土）開講

毎週土曜日　午前10時15分～12時
【場　所】雫石町中央公民館
【受講料】1,000円／月
【申　込】中央公民館までお申込みください。

（通年受け付けております）

かたくりの花が咲く春のケッパレランドを探訪する散策会！大自然の中をゆっくりと散策し、冬とは違うケッパ
レランドの魅力を発見してみませんか。昼食時間には、『特製豚汁』をご用意いたします。ぜひご参加ください。

【申込期限】 4 月22日（金）
【申込方法】電話受付（定員になり次第締切）
【申込受付時間】 9 ：00～17：00（土・日を除く）
【その他】トレッキングができる服装、靴で参加

してください。
【申し込み・問い合わせ先】ＮＰＯ雫石町スキー
連盟事務局 （TEL 692-4197 担当：村田）

５月・６月は草木染を楽しみましょう！
【日　時】 5 月 8 日（日）・ 6月12日（日）

ともに午前 9時～午後 4時
【場　所】雫石町歴史民俗資料館・曲り屋
【持ち物】昼食・ゴム手袋・ゴム長靴・染めたい物
【受講料】 5 月1,000円・ 6月1,500円
【定　員】各15名
【申　込】資料館（TEL 692－3942・木曜休館）

地元学を中心に、国語（方言）、理科（環境）、
家庭科（郷土料理）…雫石に関する「なんだり
（いろんなこと）」を学習して、自分の町の魅力に
ついて考えてみませんか？
【日　時】 5 月21日（土）～ 2月18日（土）

午後 1時30分～ 3時30分
（おおむね毎月第二土曜日・全10回）

【場　所】雫石町中央公民館
【対　象】町内在住または勤務の方（中学生以上）
【定　員】20人
【内　容】地元学や調理実習などの総合的学習
【受講料】無料（ただし実費あり）
【申　込】 4 月25日（月）～ 5月13日（金）までに中

央公民館へお申込みください。

運動会、遠足などの楽しい企画が盛りだくさん
の親子教室「おおきくなあれ」で、育児の楽しさ
をみつけませんか？

【日　時】5月31日開講　午前 9時30分～12時
（月 1回開催／全10回）

【場　所】雫石公民館
【指導者】木村純子先生（指導 8年目）
【対　象】町内在住の 2～ 3歳児とその親
【定　員】先着25組（定員になり次第締切）
【内　容】体操、歌、楽器遊び、遠足など
【受講料】無料（ただし実費徴収あり）
【その他】動きやすい服装・内履きをご準備ください。
【申　込】4 月18日（月）～ 5 月13日（金）までに雫

石公民館へお申込みください。

この他にも、公民館では今後各種講座・教室の
開催が予定されています。
詳しくは………

中央公民館　（TEL 692－4181）
雫石公民館　（TEL 692－3458）
御所公民館　（TEL 692－2214）
御明神公民館（TEL 692－3228）
西山公民館　（TEL 693－3321）
までお問い合わせください。



7

広報●教育しずくいし●2005●4●No.7●

【小　説】
さくら………………………………………西　加奈子

今年のベストセラー候補。
長谷川家に飼われている雌犬

｢サクラ｣を交えて、夫婦と二男一
女の生活を描いている。
長男が交通事故に遭ってから

の次男と長女の兄に対する思い
が胸に迫ってくる。

対岸の彼女、空中庭園…………………角田　光代
背広の下の衝動…………………………新堂　冬樹
内部告発者……………………………滝沢　隆一郎
アベンジャー上・下…………………………………

フレデリック・フォーサイス
プラダを着た悪魔……ローレン・ワイズバーガー
天涯の蒼…………………………………長瀬　隼介

【一般書】
霧多布人になった医者…………………道下　俊一
ただいま100歳………………………… 地　三郎
大人の友情………………………………河合　隼雄
フリーター医師の青春七転八倒記……川淵　圭一
サラリーマンやめました………………田澤　拓也

３月22日（火）から、本の貸し出しには下記の
“図書館利用者カード”が必要になりました。

既に利用者登録されている方には、来館の際に
カードを交付します。
利用者登録をされていない方は、「利用者登録

申し込みカード」に必要事項を記入していただき
ますと、“図書館利用者カード”がすぐに発行さ
れます。
貸し出し冊数は今まで一人３冊でしたが、一人

５冊（雑誌・紙芝居を含む）となります。
貸し出し期間は従来どおり２週間です。
返却期日を厳守していただきますよう、よろし

くお願いします。

プロ論（時代をリードする50人のメッセージ）
その道でプロと言われる
人たちが、それぞれの考え
を述べている本。
例えば、優れたビジネス
パーソンになるために、ス
ピードと読書の重要性、多
くの仕事をこなす事を挙げ
ている人がいる。

〔児童書・ヤングアダルト〕
山古志村のマリと三匹の子犬…………桑原　眞二

新潟中越地震で大きな被害を
受けた山古志村で三匹の子犬を
生んだマリが教えてくれたもの
とは、「どうにもならないこと」
と「どうにかはなること」。

ちいさな　ちいさな王様………アクセル・ハッケ
いのちの食べかた…………………………森　達也
バッテリーⅥ………………………あさの　あつこ
てつびん物語
阪神・淡路大震災　ある被災者の記録

…………奥野　安彦写真　　土方　正志文

図書館では、以下の要項で定期的に“おはなし
会”と“読み聞かせ会”を中央公民館で開催して
います。ぜひご参加ください。
“おはなしたまてばこ”
・毎月第３木曜日
・午前10時半から
・未就園児対象
絵本や紙芝居の読み
聞かせ､手遊び、工作
などをみんなで楽しみ
ます。
（たんぽぽおはなし会）

“読み聞かせ会”
・毎月第４土曜日
・午前10時半から　
・小学生対象
毎回数冊ずつ絵本の
読み聞かせを行ってい
ます。
（読み聞かせボランテ
ィア）

″おはなしたまてばこ″のようす



町では、経済的な理由で進学や
就学が困難な学生及び児童・生徒
を援助するため、就学援助制度と
奨学資金制度を設け、平成17年度
の希望者を受け付けています。
【就学援助制度】
経済的な理由で就学困難な小中

学生を援助し、義務教育を受けら
れるようにする制度です。学用品
費や給食費などを援助します。
【奨学資金制度】
高等学校以上に在学し、本人ま

たは家族の住所が町内にある学
生・生徒が対象になります。
【奨学資金貸付月額】

４月

22（金）鯉のぼり掲揚式

場所：雫石川園地内

（掲揚は5月6日まで）

26（火）教育委員会議

29（金）弘法桜ライトアップ

（5月1日まで）

５月

14（土）雫石中学校体育祭

15（日）岩手山ろくファミリーマ

ラソン

場所：町営陸上競技場発着

18（水）雫石町教育研究会

場所：中央公民館

講演会14:30～

「薬物依存症について」

27（金）教育委員会議

あとがき
春は気持ちを新たにさせる季節です。それに
伴い教育広報も改善を図りました。
本年度も年６回発行し、町広報と同時にお手
元に届け、地域の皆さんに十分な情報を提供し
たいと考えています。四季折々の話題を盛り込
み変化のある内容にしたいです。（璋）

あとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがき
よりよい情報紙となるよう、今年度から発行
日を変え、表紙テーマや内容を一新しました。
「教育しずくいし」はまだ発展途上です。皆さ
んのご意見をお聞かせください。（Yasu）

【申込期限】 ５月13日（金）
詳しくは、学校教育課（TEL

692-2111内線294・295）まで問い
合わせください。

今年度社会教育課では、主に文
化芸術活動に対し企業や財団等が
行っている各種助成事業につい
て、町役場２階の教育委員会入口
掲示板及び町役場ホームページで
ご案内します。
活動への助成を希望する場合や

相談・問い合わせは社会教育課
（TEL 692-2111内線284）までお願
いします。

学校教育課では、長期にわたり
学校（小・中）に行けなくなって
いる子どもの居場所となり、失い
かけている自信を回復させ、学校
復帰や社会生活への復帰を目指
し、できる限りの支援をする「どん
ぐり広場」を開いています。目標
とする支援は以下のとおりです。
①生活リズムを整え、自立心を育
てる。
②体験活動を通しながら自分の良
さに気付かせる。
③学力に対する不安を軽減させる。
④運動を通して体力をつける。
⑤学校・家庭・教室の連携を図る。
詳しくは学校教育課（TEL 692-
2111内線296）までお問い合わせ
ください。
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健康増進法第25条の定めにより、学校を含む公共施設等では受動喫煙防止の努力義務が課せられまし
た。これにより教育委員会では、たばこの煙から子どもを守り、児童生徒への喫煙防止教育を推進する
観点から、教職員・保護者・地域の理解と協力のもとに、４月１日より校舎内禁煙に取り組んでいます。
10月からは校地内も禁煙となります。
学校を訪れたり、学校施設を利用される場合は、その趣旨をご理解の上ご協力をお願いします。

高等学校（公立） 7,000円以内
12,000円以内
11,000円以内

〃　　（私立）
工業高等専門学校

18,000円以内短期大学（公立）

22,000円以内
25,000円以内

短期大学（私立）
大学（公立昼間部）

12,000円以内〃（ 〃 夜間部）
30,000円以内大学（私立昼間部）
18,000円以内〃（ 〃 夜間部）

◆ 
◆ 
◆ 

◆ 
◆ 
◆ 
◆ 

●数字は図書館休館日 
■数字は県営屋内温水プール休館日 
◆数字は歴史民俗資料館休館 

　開館時間 
 
図　　書　　館　9：00～17：00 
　　　　　　　　（水・金曜日は18時まで） 
 

県営屋内温水プール　　　 13：00～20：00（月～土） 
　　　　　　　　　　10：00～17：00（日・祝祭日） 
  
歴史民俗資料館　　　9：00～16：00

　　　　    5　月 
 日 月 火 水 木 金 土 
 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 ８ ９ 10 11 12 13 14 
 15 16 17 18 19 20 21 
 22 23 24 25 26 27 28 
 29 30 31

　　　　    4　月 
 日 月 火 水 木 金 土 
 　 　   　 １ ２ 
 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
 10 11 12 13 14 15 16 
 17 18 19 20 21 22 23 
 24 25 26 27 28 29 30

（4～5月） 

広報「教育しずくいし」次号は６月９日（木）発刊!


